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〈その思いつきが、時代を動かす〉

ギエモンこと田中久重・明治維新「東京編」
明治維新と不平士族の反乱のはざまで
（戊辰戦争、廃藩置県、征韓論政変、佐賀の乱・初代司法卿 江藤新
平、西南戦争）
「電信の祖」、日本通信四天王の1人 石丸安世（長崎 グラバー邸）

特別編５
「1867年パリ万国博覧会」まぼろしの薩摩琉球国勲章
「1873年ウィーン万国博覧会（日本政府公式初参加）」
知的財産権保護促進のための国際的な取り組み
幕末・明治期の日本とフランスの関係（駐日フランス公使ロッシュ、
横須賀製鉄所）
「万博男」佐野常民と日本赤十字、大成功の日本展示とジャポニズ
ムブーム
東京国立博物館の誕生

芸術・科学・知財クリエイター・弁理士（雅号）
大樹　七海

世界の著名な特許にみる

世紀の発明事業列伝
第24回

本の近代化政策に取り組んでいました。
前回、明治４年（1871年）に行われた、日

本史上、遣唐使に次ぐ重要な使節団ともよば
れた「岩倉使節団」の解説を加えましたが、
幕府・佐賀藩・薩摩藩が参加した1867年の「パ
リ万国博覧会」や、明治新政府樹立後、日本

はじめに
いよいよ、ギエモン東京編スタート

幕末に、日本の科学技術の推進に目を向け
ていた幕臣、技術官僚やエンジニアの藩士た
ちは、明治維新後に上京し、新政府の元で日
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るために各藩に俊英の推薦を求めるも、文明
開化を嫌う久留米ではもっての外でした。

明治４年（1871年）には、正月から新政府
へのクーデター事件があり、久留米には政府
軍の進駐や戒厳令が敷かれ、７月には久留米
藩は取り潰しとなり、その直後に廃藩置県が
行われ、三潴（みずま）県が置かれました。

反乱の先方と見做されている久留米では、
もはや官需はなく、混乱により民需も途絶
え、久留米製鉄所の仕事は激減し、閉鎖に至
ります。

苦境の中、ギエモンは、南町の久留米製鉄
所の機械を借用して、細々と発明事業を続け
ていました（連載第22回「ギエモン久留米編」
参照）

廃藩置県後に久留米の処遇について任命さ
れた参事は、元岡山藩士の水原久雄で、水原
は久留米製鉄所の処遇にてギエモンと知り合
い、その技術と人柄に惹かれます。ギエモン
も水原を深く信頼し、互いに肝胆相照らす関
係となり、水原はギエモンに上京を強く勧め
ます。

また、ギエモンが佐賀藩の精練方にて、日
本のために尽くした仲間達、佐野常民や石黒
寛二、中村奇輔の長男 中村喜一郎、田中精助
らも続々と、明治政府の要請の元に、日本の
近代化を担うために東京入りをしていました。

明治５年（1872年）、門弟の田中精助が工
部省に招かれた際に、ギエモンは精助に「往
け我が曹（ともがら：仲間のこと）の手腕を
試みよ。我亦（また）迫って上京せん」と励
ましています。
田中精助は、ギエモンの京都時代の友人 

銅版画家 梅川夏北の遺児で、ギエモンが引
き取り養子にし、弟子として育てた人物で、
佐賀藩精練方ではギエモンとともに力を尽く
しています。この言葉通り、ギエモンも、力
を発揮するには上京の必要性があることを理
解し、齢70を超えても、それを実現していく
のです。

補足：久留米製鉄所の閉鎖

政府の公式初参加となった明治６年（1873年）
の「ウィーン万国博覧会」にも彼らが関わっ
ています。なお、岩倉使節団もウィーン万博
を見学しています。

ちなみに、ウィーン万博は、各国の発明品
の出品を通じて、国際的な特許制度の必要性
について討議されるようになった万博でもあ
ります。

この万博への日本の参加は、日本という国
を世界に印象づけるに与えた影響がかなり大
きく、また筆者も大変お世話になっている、
日本の工芸技術品の宝庫、「東京国立博物館」
誕生の契機ともなっていますので、特別編に
て解説を加えます。

さて、発明王ギエモンは、請われて戻った
郷里の久留米に居ましたが、いまや呼び寄せ
た開明派たちは攘夷派のクーデターにより死
に追いやられ、明治維新とは逆行する状況の
中にいました。

その間、かつて日本の未来を共にした旧佐
賀藩 精練方の仲間である技術官僚 佐野常民
や石丸安世（後述）、その他の若きギエモン
が育てたエンジニア達は、「パリ万博」、「遣
欧使節団」、「ウィーン万博」に関わり、日本
のプレゼンスの向上のために日々邁進し続け
ていました。

いまや新政府の官職を得た彼らは、久留米
に留め置かれているギエモンに、「ウィーン
万博出展」や「電信技術の実現」を要請する
ことで、上京を促します。

ついに、ギエモン一家は、人生終焉の地と
なる東京へ移住します。

１．ギエモン、久留米での限界

ギエモンが佐賀から戻った郷里の久留米で
は、慶応４年（1868年）１月26日の攘夷派ク
ーデターにより、ギエモンの後ろ盾であった
開明派は暗殺、切腹等に追い込まれ、それま
での近代化は頓挫、ギエモンは苦境に陥って
いました。

明治３年に政府が欧米の最新学問を学ばせ


